
◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

以
kg

下
の
は
か
り

▽
北
区
＝
9
月
9
日
～　

月　

日

10

29

▽
東
村
山
市
＝
9
月　

日
～

23

　

月　

日

10

13

▽
大
田
区
＝
9
月
2
日
～　
12

月
4
日

▽
武
蔵
野
市
＝　

月　

日
～

10

14

　

月
9
日

11▽
江
東
区
＝　

月
2
日
～　

11

12

　

例
年
7
月
に
東
京
都
計
量

検
定
所
と
東
京
都
計
量
協
会

計
量
管
理
研
究
部
会
は
、
適

正
計
量
管
理
意
識
の
高
揚
、

推
進
及
び
計
量
管
理
体
制
の

強
化
を
図

る
た
め
、
適

正
計
量
管

理
主
任
者

養
成
講
習
会
（
生
産
関
係
）

を
開
催
し
て
い
た
が
、
本
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
講
習
会
は
中

止
し
、
東
京
都
が
作
成
し
た

資
料
を
7
月
9
～
1
6
日
間

に
東
京
都
内
の
適
正
計
量
管

理
事
業
所
（　

）
お
よ
び
適

23

正
計
量
管
理
事
業
所
以
外
の

月　

日
25

▽
足
立
区
＝　

月　

日
～
2

11

10

月
5
日

▽
世
田
谷
区
＝　

月
7
日
～

12

3
月　

日
26

▽
杉
並
区
＝
1
月　

日
～
3

12

月　

日
26

▽
墨
田
区
＝
2
月
8
日
～
3

月　

日
29

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

を
kg

超
え
2
t
以
下
の
は
か
り
及

び
都
が
指
定
し
た
事
業
所

▽
北
区
、
足
立
区
＝
8
月　
17

日
～　

月
9
日

10

▽
大
田
区
、
江
東
区
＝
9
月

生
産
事
業
所
（
9
）
に
配
布

し
た
。

　

配
布
資
料
は
次
の
と
お

り
。

①
東
京
都
計
量
検
定
所
・
講

義
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料

（
計
量
法
の
あ
ら
ま
し
、
適

正
計
量
管
理
事
業
所
制
度
に

つ
い
て
）
②
東
京
都
計
量
検

定
所
・
計
量
法
と
そ
の
制
度

の
概
要
（
第
5
版
）

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
令
和
3
年
度
に
延
期
と

な
っ
た
。
不
随
し
て
代
表
者

会
議
も
令
和
2
年
度
は
全
て

開
催
中
止
と
な
っ
た
が
、
計

量
協
会
間
で
実
施
し
て
い
る

「
事
務
担
当
者
会
議
」
に
つ

い
て
は
、
状
況
を
考
慮
し
て

の
開
催
を
検
討
中
で
あ
る
。

東
京
計
量
士
会

■
東
京
計
量
士
会
会
報
（
第

5
3
号
）
の
発
行

　

東
京
計
量
士
会
で
は
、
2

0
0
2
年
（
平
成　

年
）
か

14

ら
会
報
を
発
行
し
、
様
々
な

情
報
の
提
供
や
会
員
相
互
の

交
流
に
努
め
て
い
る
。
今
回

は
、
2
0
2
0
年
（
令
和
2

年
）
6
月　

日
付
で
、
第　

15

53

号
を
発
行
し
た
。

　

今
号
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
。

▽
巻
頭
言
▽
（
一
社
）
東
京

都
計
量
協
会
事
務
局
長
と
し

て▽
会
報
報
告

▽
東
京
計
量
士
会
設
立　

周
20

年
記
念
式
典
に
際
し
て

▽
第　

回
▽
全
国
計
量
士
大

13

会
に
参
加
し
て

▽
コ
ロ
ナ
問
題
と
全
国
計
量

士
大
会
問
題

▽
第
2
回
棒
は
か
り
工
作
教

材
作
成
教
室
の
問
題

▽
令
和
元
年
度
出
前
計
量
教

室
実
施
報
告

▽
出
前
計
量
教
室
の
意
見
交

換
会
（
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
）

▽
令
和
2
年
度
事
業
計
画

▽
東
京
計
量
士
会　

周
年
時

30

に
現
役
計
量
士
を
目
指
し
て

▽
砕
氷
船
「
お
ー
ろ
ら
号
」

と
納
沙
布
岬

▽
高
徳
計
量
士
を
偲
ん
で

▽
計
量
コ
ラ
ム

▽
表
紙
に
つ
い
て
・

編
集
後
記

　

次
号
に
つ
い
て

は
、2
0
2
0
年（
令

和
2
年
）　

月　

日

12

15

に
発
行
予
定
で
す
。

皆
様
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
ま
ん
延
し
て
お
り
ま
す

が
、
身
体
に
は
十
分
に
留
意

さ
れ
、
ご
活
躍
下
さ
い
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
2
0
年
6
月
▽　

日
＝

15

都
中
央
会
総
会
、
出
席
▽　
18

日
＝
都
中
央
会
税
務
委
員

会
、
出
席
▽　

日
＝
理
事
会

23

開
催
、第　

回
通
常
総
会「
書

69

面
評
決
」
結
果
報
告
、
月
次

収
支
報
告
、「
特
定
水
銀
使
用

製
品
の
水
銀
代
替
に
関
す
る

調
査
」
会
議
に
つ
い
て

7
月
▽　

日
＝
理
事
会
開

22

催
、「
特
定
水
銀
使
用
製
品
の

水
銀
代
替
に
関
す
る
調
査
」会

議
に
つ
い
て
。「
特
定
水
銀
使

用
製
品
の
水
銀
代
替
に
関
す

る
調
査
」w
e
b
会
議
、開
催
。

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
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計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
令
和
2
年
度
の
定

時
総
会
を
去
る
6
月　

日
、

26

日
本
計
量
会
館
の
会
議
室
に

て
開
催
し
た
。
今
回
は
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
の
一
環
で
、
会

員
の
出
席
を
求
め
ず
、
事
前

に
配
布
し
た
議
決
権
行
使
書

に
て
投
票
に
よ
る
議
決
権
を

持
っ
て
審
議
す
る
形
式
と
し

た
。
出
席
は
会
長
及
び
副
会

長
3
名
、
監
事
1
名
の
5
人

と
必
要
最
小
限
の
人
数
に
留

め
た
。
当
日
は
Z
O
O
M
ア

プ
リ
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト

中
継
を
試
み
1
名
の
接
続
が

あ
っ
た
。
総
会
は　

時
よ
り

16

開
始
、
定
款
に
則
し
会
長
が

議
長
と
な
り
議
事
を
進
め
、

各
議
案
に
つ
い
て
は
事
前
に

投
票
を
頂
い
た
議
決
権
の
過

半
数
を
持
っ
て
可
決
承
認
さ

れ
た
。
議
案
審
議
は
滞
り

な
く
進
み　

時　

分
に

16

45

全
て
の
議
事
が
終
了
と

な
っ
た
。

　

総
会
後
に
選
任
さ
れ

た
理
事
各
位
に
よ
る
看

做
し
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
書
面
提
案
の
通
り
会

長
以
下
再
任
と
な
っ
た
。

今
回
予
定
し
て
い
た
産

業
技
術
総
合
研
究
所
の

臼
田
氏
に
よ
る
記
念
講

演
は
残
念
な
が
ら
中
止

と
し
た
が
、
改
め
て
時
機
を

見
て
開
催
す
る
予
定
だ
。

総
社
員
数
：　

名
、
出
席
社

72

員
数
：
7
名
、
議
決
権
行
使

の
社
員
数
：　

名
、
合
計　

34

41

名■
総
会
議
案

▽
第
1
号
議
案
：
令
和
元
年

度
事
業
報
告
▽
第
2
号
議

案
：
令
和
元
年
度
収
支
決
算

報
告
▽
第
3
号
議
案
：
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選

代
表
理
事（
会
長
）：
石
井
康

二
、
副
会
長
：
八
木
佑
幸
、

横
須
賀
哲
雄
、大
森
規
雄（
兼

業
務
執
行
理
事
）

令
和
2
年
度
東

西
計
コ
ン
合
同
研

修
見
学
会
中
止
の

お
知
ら
せ

　

今
年
、
東
京
が
幹
事
と
な

り
開
催
を
予
定
し
て
い
た

「
東
西
計
コ
ン
合
同
研
修
見

学
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
を
受
け
会
員
の
安
全
確
保

の
た
め
開
催
を
見
送
る
こ
と

と
し
た
。来
年
度
は
改
め
て
、

東
京
開
催
と
す
る
か
を
含
め

て
打
合
せ
を
お
こ
な
う
こ
と

と
し
た
。

総会のようす

部
会
・
団
体

だ
よ
り

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

2
年
度
定
時
総
会
を
開
催

最
小
限
の
人
数
で
、6
月　

日
、日
本
計
量
会
館
で

26

東
京
都
計
量
検
定
所

適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成

講
習
会（
生
産
関
係
）

開
催
中
止
し
資
料
を
配
布

前回の講習会のようす
　

2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

年
度
）
関
東
甲
信
越
地
区
計

量
団
体
連
絡
協
議
会
は
茨
城

県
の
当
番
で
開
催
予
定
で

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団

体
連
絡
協
議
会

2
0
2
1
年
度
へ
開

催
延
期
に

　

日
～
1
月　

日

14

28

▽
墨
田
区
、
杉
並
区
、
世
田
谷

区
＝
1
月　

日
～
3
月　

日

12

29

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
t
を
超
え

る
は
か
り

▽
練
馬
区
、
江
戸
川
区
＝
8

月
3
日
～　

月　

日

10

30

▽
板
橋
区
、
北
区
、
文
京
区
、
豊

島
区
＝　

月
2
日
～　

月　

日

11

12

25

▽
墨
田
区
、
江
東
区
＝
1
月

　

日
～
3
月　

日

12

29

◇
皮
革
面
積
計
の
定
期
検
査

及
び
計
量
証
明
検
査

▽　

月　

日
～　

月　

日

10

19

10

30

◇
は
か
り
定
期
検
査
等
の
予

定
に
つ
い
て
は
緊
急
事
態
宣

言
等
に
よ
り
延
期
さ
れ
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
度（
令
和
2
年
度
）下

半
期
は
か
り
定
期
検
査
等
の
予
定

毎
日
更
新

毎
日
更
新
！！

『
計
量
計
測

デ
ー
タ
バ
ン
ク
』

https//keiry
ou-keisoku.c
o.jp/



n
t
L
ifecy

cle
A
ssu
ra

n
ce

：
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
開
発

プ
ロ
セ
ス
認
証
）
な
ど
の
認

証
ス
キ
ー
ム
が
現
在
推
進
さ

れ
て
い
る
。
最
初
の
年
表
を

見
て
分
か
る
よ
う
に
J
I
S

E
C
―
C
C
R
A
開
始
の　
10

年
ほ
ど
後
か
ら
進
め
ら
れ
て

い
る
。
日
本
で
は
、
I
P
A

が
上
記
I
S
C
I
へ
政
府
機

関
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

ス
キ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
の
I

S
C
I
は
ル
ー
ル
作
り
と
認

定
機
関
の
指
定
を
お
こ
な

う
。
現
時
点
で
米
国
（
A
N

S
I
／
A
C
L
A
S
S
）、ド

イ
ツ
（
D
a
k
k
s
）、
日
本

（
J
A
B
〔Japan

A
ccr

e
d
itatio

n
B
o
ard

：
日

本
適
合
性
認
定
協
会
〕）の
3

認
定
機
関
が
認
め
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
認
定
機
関
は
今
の

所
は
そ
れ
ぞ
れ
一
機
関
づ

つ
、
認
証
機
関
と
そ
の
試
験

部
分
を
認
定
し
て
い
る
。
認

定
機
関
同
士
は
既
に
国
際
的

な
相
互
承
認
協
定
な
ど
で
受

け
入
れ
の
下
地
が
あ
る
の

で
、
認
定
機
関
を
使
う
こ
と

に
よ
り
、
認
証
機
関
の
認
定

結
果
は
I
A
F　

M
L
A（I

n
te
rn
atio
n
alA
ccre

ditation
F
oru
m
M
u
l

tilateralR
ecog

n
itio

n
A
rran

g
e
m
e
n
t

：
国

際
認
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
際
相

互
承
認
協
定
）
に
基
づ
き
、

試
験
結
果
は
I
L
A
C　

M

R
A
に
基
づ
い
て
国
際
的
に

適
合
性
評
価
結
果
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
ベ

ン
ダ
ー
は
日
本
国
内
の
C
S

S
C
か
ら
認
証
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
I
S
A
S
e
c
u

r
e
（
R
）
の
ス
キ
ー
ム
を

受
け
入
れ
る
顧
客
へ
の
訴
求

が
可
能
に
な
る
。
本
稿
の
時

点
で
は
E
D
S
A
が　

コ
ン

38

ポ
ー
ネ
ン
ト
、
S
D
L
A
が

　

組
織
、
S
S
A
が
2
シ
ス

16テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

で
認
定
を
受
け
て
い
る
C
S

S
C
は
現
時
点
で
は
E
D
S

A
認
証
の
み
の
活
動
が
認
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以

外
の
I
S
A
S
e
c
u
r
e

（
R
）
認
証
を
受
け
た
い
場

合
は
、
C
S
S
C
以
外
の
認

証
機
関
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
る
。
図
2
に
あ
る
よ
う
に

認
証
機
関
数
が
限
ら
れ
、
ス

キ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る
顧
客

が
増
え
る
か
否
か
は
こ
れ
か

ら
次
第
で
は
あ
る
が
、
ス

キ
ー
ム
の
設
計
と
し
て
は
注

目
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
個
々
の
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
の
認
証
で
あ
る

E
D
S
A
は
技
術
の
進
歩
に

伴
う
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を
新

た
に
開
発
す
る
ご
と
に
認
証

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
一
方
S
D
L
A
の
よ
う

な
そ
の
一
段
上
で
あ
る
開
発

プ
ロ
セ
ス
の
認
証
が
信
頼
性

良
く
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
開
発
さ
れ
る
機

器
・
シ
ス
テ
ム
が
信
頼
で
き

る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
れ

ば
、
広
が
り
を
考
え
た
時
に

開
発
プ
ロ
セ
ス
の
認
証
を
受

け
る
価
値
は
高
く
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
の
認
証

の
対
象
を
ど
こ
に
置
く
か
と

い
っ
た
認
証
ス
キ
ー
ム
の
設

計
は
こ
れ
か
ら
と
て
も
重
要

に
な
る
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
認
証
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
信
頼
性
を
評
価
す
る
よ

う
な
う
ま
い
枠
組
み
と
し

て
、
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
こ

ろ
び
が
仮
に
あ
っ
た
時
に
認

証
機
関
が
的
確
に
検
出
で
き

る
か
否
か
を
客
観
的
に
試
験

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
れ
ば

も
っ
と
認
証
の
ア
ピ
ー
ル
が

容
易
と
な
っ
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

試
験
所
で
は
実
際
に
共
通
の

対
象
に
対
し
て
同
じ
試
験
を

さ
せ
て
そ
の
結
果
を
評
価
す

る
技
能
試
験
と
い
う
ス
キ
ー

ム
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
そ

の
認
証
機
関
版
と
言
っ
て
も

良
い
。

　

次
回
か
ら
は
話
題
を
変
え

て
、新
技
術
の
受
け
入
れ
を
促

進
す
る
立
場
か
ら
認
証
を

使
っ
て
い
る
例
を
紹
０
介
す

る
。
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お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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▽
石
井
康
二
▽
伊
藤
信
男
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹

内
芳
和
▽
竹
添
雅
雄
▽
田
中

正
憲
▽
奈
良
広
一
▽
山
本
研

一
▽
横
山
守
二
▽
吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0

適
合
性
評
価
結
果
の

受
け
入
れ
と
I
T
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ

　

前
回
ま
で
3
回
に
わ
た
っ

て
、
C
B
ス
キ
ー
ム
と
呼
ば

れ
る
I
E
C
（
国
際
電
気
標

準
会
議
：In

tern
ation

a

lE
lectrotech

n
icalC

om
m
ission

）
内
の
電
気

機
器
・
部
品
の
認
証
や
C
S

と
よ
ば
れ
る
法
定
計
量
に
か

か
わ
る
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
両
方
と
も
、
あ

る
機
関
で
の
あ
る
規
格
を
満

足
す
る
と
い
っ
た
適
合
性
評

価
の
結
果
を
ほ
か
の
国
で
も

受
け
入
れ
る
活
動
で
あ
る
。

今
回
は
I
T
分
野
の
製
品
認

証
の
世
界
的
な
受
け
入
れ
に

焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す

る
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

テ
レ
ワ
ー
ク
で
テ
レ
ビ
会
議

を
お
使
い
に
な
っ
た
読
者
も

多
数
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
会
議
で
は
画
像
も

フ
ァ
イ
ル
も
自
由
に
送
る
こ

と
が
で
き
る
一
方
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
常
に
心
配
の

種
で
あ
る
。
使
っ
て
い
る
製

品
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が

確
実
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か

は
ユ
ー
ザ
ー
が
い
く
ら
カ
タ

ロ
グ
を
見
て
も
容
易
に
は
わ

か
ら
な
い
。『
確
か
に
対
策
さ

れ
て
い
る
』
こ
と
を
保
証
す

る
、
信
頼
に
足
る
枠
組
み
が

な
い
と
、
仮
に
優
れ
た
製
品

を
開
発
し
て
も
市
場
に
効
果

的
に
訴
求
で
き
ず
、
ま
た

ユ
ー
ザ
ー
も
購
入
で
き
ず
宝

の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

今
回
は
そ
ん
な
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
関
連
の
認
証
に
つ
い
て

の
世
界
的
取
り
組
み
の
観
点

か
ら
2
点
紹
介
す
る
。

　

一
つ
目
は
I
T
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
評
価
認
証
制
度
（
J
I

S
E
C
）
と
い
う
ス
キ
ー
ム

で
あ
り
、複
合
機
、I
C
カ
ー

ド
、
ル
ー
タ
ー
、
暗
号
化
U

S
B
メ
モ
リ
あ
る
い
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
よ
う
な

I
T
製
品
を
対
象
と
し
て
い

る
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
国

の
関
与
が
比
較
的
直
接
的
で

あ
り
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

の
イ
ン
フ
ラ
を
政
府
が
調
達

し
よ
う
と
し
た
と
き
の
調
達

基
準
の
一
つ
に
な
る
『
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
仕
様
を
満
た
す

こ
と
の
保
証
』
を
こ
の
認
証

取
得
に
置
き
換
え
る
の
が
ね

ら
い
で
あ
る
。
政
府
調
達
で

は
W
T
O
／
T
B
T
協
定

（
貿
易
の
技
術
的
障
害
に
関

す
る
協
定
）
の
要
請
を
満
た

す
た
め
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な

調
達
」
を
担
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
そ
の

保
証
が
国
際
的
に
同
一
規
格

で
行
わ
れ
、
そ
の
保
証
が
国

際
的
に
も
十
分
信
頼
で
き
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
国
と

し
て
受
け
入
れ
る
た
め
に
は

必
須
と
な
る
。
こ
の
ス
キ
ー

ム
で
は
、
政
府
間
の
合
意
に

よ
り
I
S
O
／
I
E
C
1
5

4
0
8
と
い
う
国
際
規
格
を

ベ
ー
ス
に
し
て
「
C
C
R

A
：
コ
モ
ン
ク
ラ
イ
テ
リ
ア

承
認
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
と

し
て
、
個
々
の
製
品
へ
の
保

証
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る

取
り
決
め
が
で
き
て
い
る
。

年
表
の
通
り
、
2
0
0
3
年

か
ら
日
本
は
受
け
入
れ
だ
け

で
な
く
I
T
製
品
の
認
証
も

行
う
認
証
国
と
し
て
参
加
し

て
お
り
、
現
在
で
は
認
証
を

出
す
国
は　

か
国
で
あ
り
、

17

受
け
入
れ
の
み
行
う
国
を
含

め
る
と
、
参
加
国
は　

か
国

31

に
上
る
。

　

具
体
的
に
は
、
図
1
に
あ

る
よ
う
に
I
T
製
品
の
ベ
ン

ダ
ー
（
供
給
元
）
は
認
証
機

関
で
あ
る
I
P
A
（
情
報
処

理
推
進
機
構
）
に
対
し
て
認

証
を
申
請
し
、
評
価
を
担
当

す
る
評
価
機
関
に
上
記
国
際

基
準
に
沿
っ
た
評
価
を
依
頼

す
る
。
評
価
機
関
か
ら
の
合

格
の
報
告
に
基
づ
い
て
I
P

A
は
J
I
S
E
C
と
し
て
の

認
証
書
を
そ
の
製
品
に
対
し

て
発
行
す
る
。
こ
の
認
証
書

が
C
C
R
A
ス
キ
ー
ム
に
基

づ
い
て
国
際
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て

は
評
価
機
関
が
力
量
を
持
つ

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

こ
の
J
I
S
E
C
ス
キ
ー
ム

で
は
I
L
A
C　

M
R
A（I

n
te
rn
atio
n
alL
ab
o
r

ato
ry
A
ccre

d
itatio

n
C
on
feren

ce-M
u
tu

alR
ecog

n
ition

A
rra

n
g
em
en
t

：
国
際
試
験
所

認
定
会
議
相
互
承
認
取
決
）

の
署
名
機
関
で
あ
る
N
I
T

E
―
I
A
J
a
p
a
n
（
製

品
評
価
技
術
基
盤
機
構
―
認

定
セ
ン
タ
ー
）
の
A
S
N
I

T
E
と
い
う
試
験
所
認
定
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
現

在
四
つ
の
評
価
機
関
の
力
量

が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
I
P

A
は
こ
の
認
定
の
技
術
的
な

有
効
性
に
協
力
し
て
い
る
と

と
も
に
、
評
価
結
果
を
認
証

機
関
と
し
て
検
証
し
て
い

る
。

　

全
認
証
国
に
よ
り
認
定
さ

れ
た
I
T
製
品
数
は
本
稿
の

執
筆
時
点
で
合
計
1
4
9
2

件
に
上
る
。
日
本
は
そ
の
う

ち
の
1
4
2
件
を
認
証
し
て

い
る
。
調
達
者
に
と
っ
て
は

そ
の
認
証
結
果
に
基
づ
き
調

達
が
信
頼
性
高
く
お
こ
な
え

る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
ベ
ン
ダ
ー
（
供
給
者
）

に
と
っ
て
も
各
国
バ
ラ
バ
ラ

で
な
く
、
統
一
調
達
要
件
で

同
一
基
準
で
の
評
価
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
安
心
も
得

ら
れ
、
一
度
J
I
S
E
C
認

証
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
結
果

を
当
面
の
調
達
先
（
国
）
以

外
に
海
外
も
含
め
広
く
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

　

二
つ
目
の
取
り
組
み
は
制

御
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
つ
い
最
近
筆
者
の

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
は
、

米
国
の
サ
ー
バ
ー
が
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
た
め
に

し
ば
ら
く
の
間
い
ろ
い
ろ
な

機
能
が
使
え
な
か
っ
た
。
こ

れ
が
重
要
イ
ン
フ
ラ
で
起
こ

る
と
そ
の
影
響
は
深
刻
に
な

り
う
る
。
イ
ン
フ
ラ
に
対
す

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
し
て

は
米
国
の
I
C
S
―
C
E
R

T
（In

du
strialC

on
tr

olS
y
stem

s
C
y
ber
E

m
e
rg
e
n
cy
R
e
sp
o
n
s

e
T
eam

）
の
報
告
な
ど
も

あ
り
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
を
守

る
こ
と
が
必
須
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
紹
介
す
る
ス
キ
ー

ム
は
前
述
の
J
I
S
E
C
よ

り
民
間
ベ
ー
ス
の
試
み
と
も

見
え
る
が
、
既
存
の
国
際
的

な
認
定
の
枠
組
み
を
う
ま
く

組
み
込
ん
で
お
り
、
日
本
に

お
け
る
受
け
入
れ
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。
I
S
C
I
（IS

A
S
ecu
rity
C
om
p
lia

n
ce
In
stitu

te

）
が
そ
の

ス
キ
ー
ム
の
開
発
主
体
で
、

国
際
計
測
制
御
学
会
I
S
A

（In
tern
ation

alS
oci

ety
of
A
u
tom
ation

）

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た

組
織
で
、
産
業
用
制
御
シ
ス

テ
ム
・
制
御
機
器
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
認
証
を
推
進
し
て
い

る
。
認
証
ス
キ
ー
ム
名
は
I

S
A
S
e
c
u
r
e
（
R
）

で
あ
り
、
C
S
A
（C

om
p

o
n
e
n
t
S
e
cu
rity
A
ss

u
ran
ce

）、
E
D
S
A
（E

m
bedded

D
ev
ice
S
e

cu
rity
A
ssu
ran
ce

：

組
込
み
デ
バ
イ
ス
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
認
証
）、
S
S
A
（S

y

stem
S
ecu
rity
A
ssu

ran
ce  

）、
S
D
L
A
（S

ecu
rity
D
e
v
e
lo
p
m
e

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（19）
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